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石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果

　
昨
年
三
月
の
供
用
後
に
交
通
量
調
査
を
実
施
し
、
供
用
に
よ

る
効
果
を
調
査
し
た
結
果
、
供
用
後
現
国
道
区
間
の
交
通
量
が

減
少
し
て
お
り
、
バ
イ
パ
ス
に
交
通
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
ま
た
、
金
武
町
屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原
間
の
通
過
時

間
も
短
縮
し
て
お
り
、
石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す

　
石
川
バ
イ
パ
ス
は
、
名
護
市
を
起
点
と
し
那
覇
市
ま
で
の
沖
縄

本
島
東
海
岸
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
三
二
九
号
の
う
ち
、

交
通
混
雑
の
著
し
い
石
川
市
街
地
の
交
通
緩
和
を
目
的
に
金
武
町

屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原
に
至
る
八
・
二

の
四
車
線
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
三
月
の
全
線
暫

定
二
車
線
供
用
に
つ
づ
き
、
今
回
、

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
（
火
）
に

赤
崎
交
差
点
か
ら
伊
波
（
県
道
六
号
線
）

の
区
間
（
二
・
八

）
を
四
車
線
供

用
し
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
十
六
年

度
中
の
全
線
四
車
線
供
用
（
残
り
五
・

四

）
に
向
け
、
工
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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開通式
福地ダム貯水池状況（Ｈ 16.4.16 現在）

　
沖
縄
西
海
岸
道
路
の
一
部
区
間
で
あ
る
豊
見
城
道
路
は
、
糸
満
道
路
と
と
も

に
県
都
那
覇
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
三
三
一
号
の
糸
満
、
豊
見
城
市
及
び
周
辺
部

の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
豊
見
城
市
瀬
長
か
ら
糸
満
市
西
崎
ま
で
を

結
ぶ
、
四
・
〇
km
の
道
路
で
す
。
今
回
供
用
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）

し
た
の
は
糸
満
市
西
崎
町
三
丁
目
〜
同
町
四
丁
目
ま
で
の
約
一
・
一
km
区
間

で
す
。

　
供
用
区
間
周
辺
に
は
西
崎
親
水
公
園
、
糸
満
西
崎
運
動
公
園
と
い
っ
た
集
客

施
設
や
西
崎
工
業
団
地
、
糸
満
漁
港
と
い
っ
た
物
流
拠
点
、
さ
ら
に
小
学
校
や

養
護
学
校
と
い
っ
た
教
育
施
設
が
隣
接
し
て
お
り
、
域
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
多
い
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
豊
見
城
道
路
に
つ
い
て
は
当
面
、
平
成
十
八
年
度
供
用
に
向
け
て
豊
見
城
市

瀬
長
か
ら
糸
満
市
西
崎
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
今
後
こ
の

道
路
の
整
備
が
進
み
全
区
間
供
用
と
な
れ
ば
、
国
道
三
三
一
号
な
ど
の
交
通
混

雑
は
も
と
よ
り
、
沖
縄
県
の
玄
関
口
と
な
る
那
覇
空
港
方
面
へ
の
連
絡
強
化
が

な
さ
れ
、
地
域
及
び
観
光
産
業
へ
の
支
援
等
経
済
活
性
化
の
大
き
な
期
待
が
よ

せ
ら
れ
る
道
路
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
地
方
は
平
成
十
五
年
の
降
水
量
が
、

平
年
の
約
七
十
一
％
と
最
近
に
無
い
少
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
那
覇
の
年
間
降
水
量
は
、

気
象
台
百
十
二
年
間
の
観
測
史
上
で
六
番
目

に
少
な
い
も
の
で
し
た
。

　
県
内
九
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
少
雨
期
で
あ

る
十
一
月
〜
四
月
ま
で
の
間
漸
減
し
、
そ
の

後
、
五
月
〜
六
月
の
梅
雨
期
、
八
月
〜
十
月

ま
で
の
台
風
襲
来
期
の
降
雨
に
よ
っ
て
回
復

す
る
の
が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
昨
年
の
記
録
的
な
少
雨
と
今
年
に

入
っ
て
か
ら
も
少
雨
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
県
内
九
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
平
成
十

四
年
末
頃
か
ら
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
十

六
年
五

月
上
旬
時
点
の
貯
水
量
は
平
成
元
年
以
降
二

番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
お
り
厳
し
い
水
事

情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の

厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
今
回
に
類

似
し
た
渇
水
状
況
を
呈
し
た
平
成
元
年
の
給

水
制
限
実
施
時
の
貯
水
量
三
千
二
百
万
　
に

低
下
す
る
と
予
想
さ
れ
た
三
月
二
十
九
日
か

ら
、
約
十
年
振
り
の
夜
間
（
二
十
二
時
〜
六

時
）
八
時
間
給
水
制
限
を
本
島
と
伊
江
島
の

三
十
市
町
村
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
が
、
実
施
直
前
の
三
月
二
十
七
日
〜
二

十
八
日
に
北
部
五
ダ
ム
流
域
に
お
い
て
平
均

百
十
三
mm
の
降
雨
が
あ
り
、
県
内
九
ダ
ム

の
貯
水
量
が
約
三
千
八
百
万
　
ま
で
回
復
し

た
た
め
、
給
水
制
限
を
当
面
の
間
延
期
し
て

い
ま
す
。
五
月
五
日
に
は
梅
雨
入
り
し
て
お

り
今
後
の
降
雨
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
給

水
制
限
の
目
安
と
し
て
い
た
貯
水
量
三
千
二

百
万
　
に
低
下
す
る
時
期
が
五
月
下
旬
頃
と

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
（
五
月
七
日
現
在
）

協
議
会
等
開
催
状
況

昨
年
は
観
測
史
上
六
番
目
の
少
雨

減
り
つ
づ
け
る
ダ
ム
の
貯
水
量

渇
水
調
整
と
給
水
制
限

㎥

㎥

㎥

平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
�
（
幹
事
会
）

県
民
に
節
水
を
呼
び
か
け
る

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日
�
（
幹
事
会
）

県
民
に
更
な
る
節
水
を
呼
び
か
け

平
成
十
六
年
三
月
三
日
　
（
幹
事
会
・
協
議
会
）

給
水
制
限
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
を
決
定

平
成
十
六
年
三
月
十
日
　
（
幹
事
会
）

平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
　
（
協
議
会
）

平
成
十
六
年
四
月
二
十
七
日
　
（
幹
事
会
）

書
面
協
議
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
か
ら
の
夜
間

八
時
間
給
水
制
限
実
施
の
延
期
を
決
定

県
民
に
節
水
を
呼
び
か
け

書
面
協
議
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
か
ら
の

夜
間
八
時
間
給
水
制
限
実
施
を
決
定

三
月
二
十
九
日
頃
か
ら
夜
間
八
時
間
給
水

制
限
を
行
う
こ
と
を
決
定

三
月
下
旬
に
も
給
水
制
限
が
あ
り
え
る

こ
と
を
決
定

Ｌ=1.1km


